
ControlLogix コントローラを
汎用リモートI/O ネットワークに接続

ControlLogix リモートI/Oモジュール – 1756-RIO

Rockwell Automation®は既存の
Allen-Bradley®のPLC-5®またはPLC-3®
コントローラをご使用で
ControlLogixプラットフォームへの
移行を検討しつつ、現在もリモー
トI/Oネットワークをご使用のお客
様向けにControlLogix™リモートI/O
モジュール(1756-RIO)の販売を開始
しました。1756-RIOモジュールに
よってControlLogixコントローラが
リモートI/Oネットワーク上で
PLC-3、PLC-5、SLC™、1747および
1771プラットフォームと通信する
ことができるようになります。

1756-RIOモジュールは、「段階的」
移行のための理想的なソリューシ
ョンです。既存の制御システムと
比較して同等のネットワークパフ
ォーマンスを実現できるように設
計されており、ControlLogixプラッ
トフォームをPLC-5、PLC-3、SLC
および1771 I/Oラックを使用して
既存のリモートI/Oネットワーク上
で簡単にネットワーク接続できま
す。ユーザがモジュールをスキャ
ナまたはアダプタとして構成可能
なため、まず最初にマスタラック
またはリモートI/Oラックのいず
れかの移行計画に柔軟に対応でき
ます。

モジュールをRIOスキャナまたはアダプタとして
使用する
• モジュールをスキャナモードで使用し、リモートI/Oモジュール
データをスキャンします。

• モジュールを次のいずれかの方法によりアダプタモードで使用し
ます。

-  モジュールを1つまたはそれ以上のI/Oラックとして動作するよう
に設定して、 PLC-5、PLC-3またはSLCコントローラなどのスキャ
ナがディスクリートデータまたはブロック転送を交換できるよ
うにします。

-  モジュールをモニタとして機能するように設定して、リモートネ
ットワーク上のラックをモニタできる ようにします。モジュー
ルがリモートI/Oをリッスンし、すべての入出力を既存のモジュー
ルからControlLogixコントローラに提供することで それらの入力
に対してユーザの変換ロジックを実行可能にし、一時的な出力を
生成して既存の出力を新しいロジックで生成された出力と比較し
ます。これを行なうことで、ControlLogixプラットフォームへの
移行の完了前にシステムをトラブルシューティングすることがで
きます。

モジュールは、RSLogix™ 5000ソフトウェアのバージョン17以降およ
び関連するコントローラファームウエア、ならびにRSLinx® ソフトウ
ェアのバージョン2.54以降が必要です。1756-RIO用のアドオンプロフ
ァイルはモジュールに同梱されているCDに含まれています。



仕様
Cat. No 1756-RIO

モジュールの位置 1756 ControlLogix シャーシ

最大消費電力 4 W  

最大バックプレー DC+5.1Vのとき675 mA
ン電流 DC24Vのとき5 mA

絶縁電圧 30V(連続)、基本絶縁タイプ

エンクロージャタ なし(開放型)
イプ定格

動作温度 0～60ºC (32～140ºF)

通信速度 57.6K、115K、または230K

RIO チャネル モジュールごとに1つ

ねじ端子のトルク 0.5～0.6N • m (7ポンド •インチ)

ワイヤサイズ 0.519mm2 (20AWG)

ワイヤタイプ Belden 9463双軸ケーブル
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機能
1756-RIOモジュール：
•  リモートI/Oネットワーク上でスキャナとして機能します。

• リモートI/Oネットワーク上でデータのやりとりを行なうア
ダプタとして機能します。

• ネイティブRIO 16ビットワードのデータ、制御およびステ
ータスビットをサポート

• いずれのモードでもディスクリートデータおよびブロック
転送をサポート

• 各接続の入力に248ワード、出力に248ワードで、
(ControlLogixコントローラと1756-RIOモジュール間のバック
プレーン介して)最大10のプロデューサ/コンシューマデータ
の接続をサポート

• RSLogix 5000ソフトウェアの1756-RIOアドオンプロファイル
を使用してプロデューサ/コンシューマ接続を使用

• 2～750msecの要求パケット間隔(RPI:Requested Packet
Interval)をサポート

• すべてのディスクリートおよびブロック転送データをプロ
デューサ/コンシューマ接続にマップします。

SLC、ControlLogixおよびRSLogix 5000は、Rockwell Automation, Inc.の商標です。

PLC-5、PLC-3、RSLinx、Listen.Think.Solve.、Allen-BradleyおよびRockwell Automationは、Rockwell Automation, Inc.の登録商標です。


